
５ 2025年（令和7年）1月31日（金曜日） （第三種郵便物認可）
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当
所
で
は
、

日
（
月
）
に
釧
路
市
役
所
を
訪
問
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
要
望
を
行

っ
た
。
本
要
望
で
は
『
都
心
部
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
お
よ
び
釧
路
鉄
道
高
架
事
業
の
早
期
着

工
』
、
『
釧
路
公
立
大
学
へ
の
理
工
農
系
学
部
増
設
お
よ
び
街
な
か
学
園
都
市
構
想
の
推
進
』

の
２
項
目
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
求
め
た
。
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当
所
（
栗
林
定
正
会
頭
）
で

は
、

日
（
金
）
午
後
６
時

分
よ
り
釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ

ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
新
春
議
員

懇
談
会
を
開
催
し
、
当
所
役
員

・
議
員
の
ほ
か
来
賓
を
含
む
約

人
が
参
加
し
た
。

　
栗
林
会
頭
は
冒
頭
の
あ
い
さ

つ
で
、
当
所
が
昨
年

月
に
創

立
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
こ
と

に
触
れ
、
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
『
Ｋ
Ｃ
ボ
ー
ド
』
を
立
ち

上
げ
た
こ
と
や
、
今
後
実
施
す

る
市
民
還
元
事
業
、
Ｚ
世
代
・

若
者
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

釧
路
の
Ｐ
Ｒ
動
画
『
Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ

ｓ
ｔ
ａ
ｙ
釧
路
』
を
春
頃
に
公

開
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
紹

介
し
た
。

　
加
え
て
、
昨
年
は
〝
笑
え
る

ほ
ど
涼
し
い
ま
ち
〞
を
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
に
釧
路
の
涼
し
さ
を

Ｐ
Ｒ
す
る
取
り
組
み
や
、
青
年

部
の
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
釧

路
大
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
を

振
り
返
っ
た
。

　
ま
た
、
先
月
に
阿
寒
Ｉ
Ｃ
―

釧
路
西
Ｉ
Ｃ
間
が
開
通
し
た
こ

と
に
も
触
れ
「
長
年
重
ね
て
き

た
要
望
が
実
を
結
ん
だ
」
と
話

し
「
今
後
も
皆
さ
ま
と
地
域
経

済
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
、

新
た
な
挑
戦
と
成
長
の
年
に
し

た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　
続
い
て
来
賓
を
代
表
し
、
釧

路
市
の
中
村
基
明
副
市
長
が

「
ま
ち
の
活
力
を
高
め
る
に
は

会
議
所
と
よ
り
緊
密
に
連
携
し

取
り
組
み
を
進
め
る
事
が
重

要
」
と
述
べ
た
ほ
か
、
釧
路
総

合
振
興
局
の
木
村
英
也
局
長
が

「
将
来
に
わ
た
り
北
海
道
経
済

が
成
長
し
続
け
る
施
策
に
取
り

組
む
た
め
、
引
き
続
き
協
力
い

た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
後
、
釧
路
開
発
建
設
部
の
坂

憲
浩
部
長
の
乾
杯
で
祝
宴
に
入

り
出
席
者
は
懇
親
を
深
め
た
。

　
最
後
に
濱
屋
宏
隆
副
会
頭
が

出
席
者
へ
の
感
謝
と
１
０
０
周

年
を
契
機
と
し
た
新
た
な
事
業

へ
の
協
力
を
お
願
い
し
、
閉
会

し
た
。

日に行われた新春議員懇談会

バイヤーに相談する事業者

　
当
所
で
は
『
事
業
継
続
力
強

化
計
画
作
成
セ
ミ
ナ
ー
』
を

日
（
水
）
に
道
東
経
済
セ
ン
タ

ー
ビ
ル
で
開
催
。
講
師
に
㈱
ビ

ジ
ョ
ン
経
営
東
京
の
千
本
隆
司

代
表
取
締
役
を
招
き
、
近
年
頻

発
す
る
自
然
災
害
・
感
染
症
な

ど
に
備
え
る
重
要
性
や
本
計
画

の
概
要
な
ど
を
講
演
し
た
。

　
は
じ
め
に
千
本
氏
は
、
「
企

業
に
お
け
る
防
災
・
減
災
は
事

業
継
続
が
目
的
で
あ
り
、
経
営

資
源
を
い
か
に
守
り
、
早
く
復

旧
さ
せ
る
か
が
大
切
」
と
強
調

し
、
事
前
に
備
え
る
こ
と
で
有

事
の
際
、
事
業
再
開
ま
で
に
約

１
ヵ
月
の
差
が
出
る
と
計
画
策

定
の
重
要
性
を
説
い
た
。

　
ま
た
、
本
計
画
は
中
小
企
業

の
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

策
定
を
推
進
す
る
国
の
制
度

で
、
認
定
さ
れ
る
と
金
融
や
税

制
面
で
の
優
遇
措
置
を
受
け
ら

れ
る
と
紹
介
し
た
の
ち
、
策
定

の
流
れ
を
解
説
。
計
画
策
定
の

目
的
や
災
害
リ
ス
ク
の
認
識
、

災
害
時
の
対
応
や
事
前
対
策
の

検
討
に
加
え
、
本
計
画
で
は
訓

練
や
定
期
的
な
対
策
の
見
直
し

な
ど
、
平
時
の
取
り
組
み
が
重

視
さ
れ
る
と
説
明
し
た
。

　
当
所
で
は
、
サ
ポ
ー
ト
機
関

と
連
携
し
本
計
画
の
策
定
を
支

援
し
て
お
り
、
地
域
振
興
部
０

１
５
４
（

）
４
１
４
３
で
随

時
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
。

計
画
策
定
の
重
要
性
を
説
明
す

る
千
本
氏

鶴間市長へ要望書を手交する栗林会頭（左）
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釧
路
事
業
承
継
サ
ポ
ー
ト
連

絡
会
議
主
催
の
『
ミ
ラ
イ
に
継

ぐ
〜
事
例
か
ら
学
ぶ
事
業
承
継

セ
ミ
ナ
ー
〜
』
が
、
２
月

日

（
木
）
午
後
５
時
よ
り
ま
な
ぼ

っ
と
幣
舞
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ゲ
ス
ト
に
森
谷
食
品
㈱
の
吉

田
孝
行
代
表
取
締
役
と
Ｃ
ａ
ｆ

ｅ
＆
Ｇ
ｒ
ｉ
ｌ
ｌ
　
Ｒ
Ｏ
Ｋ
Ａ

の
大
坂
琴
奈
氏
を
迎
え
、
実
体

験
を
基
に
事
業
承
継
の
ポ
イ
ン

ト
や
メ
リ
ッ
ト
、
苦
労
し
た
点

に
つ
い
て
話
を
聞
く
ほ
か
、
事

業
承
継
の
支
援
施
策
な
ど
も
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
参
加
方
法
は
、
現
地
会
場
と

特
設
オ
ン
ラ
イ
ン
会
場
（
阿
寒

湖
ま
り
む
館
）
、
個
人
の
端
末

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の
い

ず
れ
か
で
す
。
現
地
会
場
で
は

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
希
望
者
を

対
象
に
個
別
相
談
会
も
実
施
い

た
し
ま
す
（
要
事
前
予
約
）
。

　
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ

せ
は
釧
路
市
商
業
労
政
課
０
１

５
４
（

）
４
５
４
８
ま
で
。

事
例
か
ら
事
業
継
承
学
ぶ

２
月

日
に
セ
ミ
ナ
ー

　
当
所
と
釧
路
市
、
釧
路
信
用

金
庫
が
共
催
す
る
『
販
路
拡
大

・
磨
き
上
げ
研
究
会
』
の
個
別

商
談
会
・
相
談
会
を

日
（
木
）
、

道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開

催
し
た
。

　
本
研
究
会
は
食
品
加
工
関
連

事
業
者
の
商
品
開
発
と
販
路
開

拓
を
目
的
に
平
成

年
度
か
ら

毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今
年
度

は
『
自
社
ら
し
さ
と
商
品
を
知

る
こ
と
』
を
テ
ー
マ
に
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
や
商
品
の
磨
き
上
げ

を
重
視
し
て

月
か
ら
全
４
回

の
研
修
会
と
個
別
相
談
会
を
実

施
し
て
き
た
。　

最
終
日
と
な
る

今
回
は
、
今
後
の

事
業
展
開
に
つ
な

げ
る
た
め
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

『
成
城
石
井
』
や

高
品
質
小
売
店
を

展
開
す
る
『
ア
コ

メ
ヤ
ト
ー
キ
ョ

ー
』
、
ネ
ッ
ト
通

販
サ
イ
ト
大
手
の

『
食
文
化
』
な
ど

知
名
度
の
高
い
企

業
の
バ
イ
ヤ
ー
・

商
品
政
策
担
当
者

を
招
く
と
と
も
に
、
前
回
ま
で

講
師
を
務
め
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
専
門
家
も
同
席
し
商
談
・

相
談
会
を
行
っ
た
。

　
商
談
会
で
は
、
事
業
者
が
研

修
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し

て
自
社
商
品
を
Ｐ
Ｒ
し
、
バ
イ

ヤ
ー
な
ど
が
さ
ら
な
る
商
品
の

磨
き
上
げ
に
向
け
た
改
善
点
や

魅
せ
方
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
参
加
者
は
「
販
路
拡
大
に
は

見
た
目
で
商
品
の
魅
力
が
伝
わ

る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
開
発
も
重
要

な
要
素
の
一
つ
だ
と
わ
か
っ

た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

　
本
事
業
を
契
機
に
バ
イ
ヤ
ー

と
具
体
的
な
商
談
や
販
売
手
法

の
相
談
に
入
っ
て
い
る
事
業
者

も
い
る
ほ
か
、
当
所
で
は
今
後

も
市
内
関
係
機
関
や
専
門
家
ら

と
連
携
し
て
事
業
者
の
支
援
を

継
続
し
て
い
く
。

　
要
望
に
は
、
釧
路
市
の
鶴
間

秀
典
市
長
、
菅
野
隆
博
副
市
長
、

中
村
基
明
副
市
長
、
当
所
か
ら

は
栗
林
定
正
会
頭
、
濱
屋
宏
隆

副
会
頭
、
川
村
修
一
専
務
理
事
、

杉
村
荘
平
地
域
開
発
委
員
長
ら

が
出
席
し
た
。

　
冒
頭
、
栗
林
会
頭
が
鶴
間
市

長
へ
要
望
書
を
手
交
し
た
の

ち
、
濱
屋
副
会
頭
よ
り
要
望
内

容
の
説
明
を
行
っ
た
。

　
は
じ
め
に
鉄
道
高
架
事
業
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯

に
触
れ
な
が
ら
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
事
業
を
推
進
す
る
た

め
現
行
案
を
基
本
と
し
た
駅
周

辺
の
道
路
網
の
早
期
決
定
を
強

く
訴
え
た
。

　
ま
た
、
議
論
を
進
め
て
い
る

中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
て

も
、
高
等
教
育
機
関
の
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
を
は
じ

め
、
文
化
・
芸
術
・
教
育
・
観

光
・
商
業
な
ど
の
機
能
を
集
積

さ
せ
る
た
め
、
さ
ら
に
連
携
を

深
め
な
が
ら
市
街
地
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
を
求
め
た
。

　
続
い
て
釧
公
大
の
学
部
増
設

に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
に

よ
る
理
工
農
系
学
部
の
拡
充
支

援
事
業
や
国
公
立
大
の
優
遇
措

置
を
受
け
ら
れ
る
今
が
千
載
一

遇
の
好
機
で
あ
る
と
強
調
。
特

に
地
域
の
強
み
を
活
か
せ
る
農

林
水
産
業
に
関
す
る
学
部
の
設

置
は
、
当
地
の
産
業
振
興
に
貢

献
す
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済

の
発
展
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
教
育
機
関
の
学
生
確
保
に

も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
検
討

を
求
め
た
。

　
要
望
を
受
け
て
鶴
間
市
長
は

「
釧
路
の
百
年
の
計
で
も
あ
る

鉄
道
高
架
事
業
に
つ
い
て
、
ま

ち
づ
く
り
を
ど
う
す
べ
き
か
を

考
え
な
が
ら
協
議
す
る
。
サ
テ

ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
実
現
に

向
け
て
は
会
議
所
の
力
も
借
り

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
ほ
か
、
学
部
増
設
に
つ

い
て
は
釧
公
大
と
も
情
報
共
有

し
て
前
向
き
に
進
め
て
い
き
た

い
と
回
答
し
た
。


